



















場合の受け付けは 12 月末日までとする。 
8. 執筆要領
(1) 原稿の書き方
1) 原稿は Word を使って作成する。A4 サイズとし、余白は標準を選択する。
本文のフォントは明朝体（10.5）及び Times New Roman(12.0)を使用す





3) 和文原稿は論題、著者、所属、400 字以内の和文要旨、キーワード（5 語以
内）を付す。また、英文論題、著者、所属、300 語 以内の英文要旨、キーワ
ードを論文の末尾に記入する。
4) 英文原稿には論題、著者名、所属、300 語以内の要旨、キーワード（5 語以
内）を付す。また、和文の論題、著者名、所属、400 字以内の和文要旨、キ
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(1) 原稿は紀要印刷用フォ一マットで作成した Microsoft Word ファイル及び PDF
ファイルを大学教育開発センターに提出する。
(2) 提出原稿は査読を行う。査読の済んだ掲載用最終原稿は、電子ファイルとして






る。        
11. 掲載料、別冊






究所、2002 年 11 月）に従う。 
13. 付則
本規定は岡山県立大学教育研究紀要第 1 巻 1 号（2016）から適用する。 
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